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論文は全部で 6 章から構成されている。 
第 1 章は序論で、研究の対象、目的、意義および方法等が述べられている。 
 第 2 章においては、日本語と韓国語の授受表現における受け手を表す「ニ格」と「에게 ege 格」付きの名
詞句の表示の可能性について論じられている。まず先行研究に基づいて、動詞を「作成・入手動詞(「作る」
「買う」など)」「移行動詞(｢歌う｣｢読む｣など)」「状態変化を引き起こす他動詞(｢削る｣｢洗う｣)などの類に














第 3 章では、両言語の授受表現「〜てやる(あげる)／くれる」および「〜어 주다 eo juda」と進行相を表


































싶어 jugo sip-eo(くれたい)?」「줄 수 있어 jul su iss-eo(くれられる)?」などは用いられるという違いが
あることが指摘されていて、それは意志性の相違に起因するものであると結論づけられている。 
  第 6 章はまとめと結論である。 
  























 平成 26 年１月 25 日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
